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第

10
回
全
施
連
全
国
大
会

in
愛
知
が
、
平

成

26
年

10
月

21
日
～

22
日
に
豊
橋
市
の

ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
豊
橋
で
開
催
さ
れ
、
全
国

各
地
よ
り
約
５
０
０
名
（
福
岡
県
か
ら

15
名
）

が
参
加
し
ま
し
た
。
本
大
会
は
「
知
的
障
害
を

持
つ
人
の
生
涯
を
考
え
る
―
そ
の
人
に
合
っ
た

終
の
住
処
は
ど
こ
で
す
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
全

員
参
加
型
討
論
方
式
で
、

50
個
の
円
卓
を
各 

10
名
ほ
ど
で
囲
み
議
論
を
交
わ
す
形
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

開

会

式

は
、
愛
施
連

山

本

会

長

の

開

会

宣

言

に

始

ま

り
、
全
施
連

由

岐

理

事

長

の

主

催

者
挨
拶
、
愛

知

県

知

事
・
豊
橋
市

長
・
衆
議
院

議
員
・
日
本

知
的
障
害
者
福
祉
協
会
副
会
長
の
来
賓
祝
辞
が

あ
り
ま
し
た
。 

由
岐
理
事
長
か
ら
は
「
今
大
会
が

10
回
目
と

い
う
記
念
す
べ
き
大
会
で
あ
る
」
と
の
感
謝
と

活
動
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
、
情
勢
報
告
後
、
大

会
テ
ー
マ
に
関
す
る
鼎
談
や
討
論
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

 

鼎
談
で
は
、
北
九
州
市
立
大
学
の
小
賀
久
先

生
・
埼
玉
大
学
の
宗
澤
忠
雄
先
生
・
社
会
福
祉

法
人
愛
心
福
祉
会
常
務
理
事
の
福
田
和
臣
氏
の

３
名
の
講
師
よ
り
様
々
な
観
点
か
ら
の
問
題
提

起
が
さ
れ
ま
し
た
。 

▼

65
歳
問
題
や
入
院
３
ケ
月
問
題
の
あ
る
今
、

望
ま
し
い
新
し
い
施
設
に
変
え
て
い
く
た
め

に
施
設
像
を
よ
り
明
確
に
し
、
施
設
・
関
係

者
・
家
族
が
協
働
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

▼
日
本
は
障
害
者
権
利
条
約
批
准
国
と
な
っ
た
。

権
利
条
約
は
、
全
施
連
の
提
言
と
符
号
す
る

も
の
も
あ
り
、
今
後
武
器
と
な
る
。 

▼
終
の
住
処
＝
生
活
の
場
＝
ど
う
生
活
を
豊
か

に
す
る
か
、
本
人
の
望
む
生
活
や
家
族
の
考

え
を
ど
こ
ま
で
保
障
す
る
か
が
重
要
で
あ
る
。  

鼎
談
を
受
け
、
各
卓
毎
に
全
施
連
・
市
町
村
・

保
護
者
会
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て
討

論
し
ま
し
た
。 

翌
日
、
初
日
の
討
論
内
容
の
発
表
を

10
卓
の

代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
由
岐
理
事
長
と
南
副
理
事
長
は
、

全
施
連
と
し
て
終
の
住
処
の
具
体
像
作
り
と
３

ヶ
月
問
題
等
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
ま
と
め

ら
れ
、
大
会
宣
言
を
採
択
、
本
大
会
を
終
了
し

ま
し
た
。 

  

 

平
成

27
年
２
月
９
～

10
日
の
２
日
間
、
全

施
連

26
年
度
第
３
回
理
事
会
が
大
阪
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

由
岐
理
事
長
は
挨
拶
の
な
か
で
「
権
利
条
約

は
批
准
さ
れ
た
が
不
充
分
だ
ら
け
だ
、
差
別
解

消
法
や
虐
待
防
止
法
が
出
来
て
も
安
心
出
来
な

い
現
状
だ
。
全
施
連
独
自
の
見
解
を
早
く
ま
と

め
て
、
目
指
す
目
標
を
き
ち
っ
と
す
べ
き
だ
」

と
の
見
解
を
示
さ
れ
ま
し
た
。 

議
案
は
、
全
施
連
の
要
望
活
動
の
あ
り
方
や

成
年
後
見
人
制
度
へ
の
見
解
の
ま
と
め
、
27
年

度
事
業
計
画
、
役
員
改
選
案
、
会
計
・
決
算
案
、

愛
知
大
会
報
告
、
横
浜
大
会
準
備
経
過
報
告
な

ど
を
審
議
・
承
認
し
て
２
日
間
の
会
議
を
終
了

し
ま
し
た
。 

● 

今
年
度
総
会
と
第
一
回
理
事
会 

６
月
９
～

10
日
に
大
阪
市
で
開
催
予
定 

全施連 

大会 i n 愛知 

望
ま
し
い
新
し
い
施
設
を
！ 

 

施
設
・
関
係
者
・
家
族
協
働
で 
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研修会 

理事会 

 

平
成

27
年
２
月
１
日
（
日
）

26
年
度
第
２

回
研
修
会
が
、
福
岡
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ク

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
に
て
「
学
ん
で
み
よ
う
！
成

年
後
見
人
制
度
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
小 

賀 

久 

氏
（
北
九
州
市
立
大
学
教
授
）
を
講
師
に
迎
え

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
も
福
岡
県
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
・
と

び
う
め
知
的
障
害
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
と
の

共
催
で
、
木
髙
福
祉
協
会
会
長
か
ら
「
福
祉
連

と
福
祉
協
会
は
手
を
携
え
て
よ
り
良
い
環
境
を

作
る
努
力
を
し
た
い
」
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

▼
成
年
後
見
人
制
度
と
は
、
平
成

12
年
４
月
１

日
の
民
放
改
正
で
「
禁
治
産
者
」
が
廃
止
さ
れ

「
成
年
被
後
見
人
」
と
な
り
、
制
度
の
対
象
者

と
し
て
知
的
・
精
神
障
害
者
及
び
認
知
症
高
齢

者
で
あ
る
こ
と
を
事
例
に
挙
げ
て
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。 

▼
そ
の
後
「
日
常
生
活
支
援
事
業
」
と
「
成
年

後
見
人
制
度
」
に
つ
い
て
具
体
例
を
示
し
て
の

比
較
説
明
が
あ
り
、
特
に
社
会
福
祉
協
議
会
の

活
用
に
つ
い
て
は
真
剣
に
メ
モ
を
と
っ
て
い
る

参
加
者
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。 

▼
成
年
後
見
人
の
任
期
が
「
判
断
を
取
り
戻
す

か
亡
く
な
る
ま
で
で
あ
り
、
辞
任
は
家
庭
裁
判

所
が
正
当
な
事
由
と
認
め
た
場
合
」
と
の
話
が

あ
っ
た
時
は
、
会
場
か
ら
た
め
息
が
漏
れ
、
こ

の
制
度
に
対
す
る
問
題
点
の
一
つ
で
あ
る
と
思

わ
れ
ま
し
た
。 

▼
質
疑
応
答
で
は
、
成
年
後
見
人
が
そ
の
資
質

を
疑
わ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
信
頼
関
係
を
築
く

の
は
困
難
な
こ
と
や
、
具
体
的
事
例
を
挙
げ
て

の
発
言
が
参
加
者
か
ら
多
く
あ
り
、
制
度
に
対

す
る
理
解
の
一
助
と
な
り
ま
し
た
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
全
く
と
い
っ
て
い
い
く

ら
い
勉
強
不
足
だ
っ
た
が
事
例
が
多
く
よ
く
理

解
で
き
た
」「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
初
歩
的
参
考
書

が
あ
れ
ば
記
載
し
て
欲
し
い
」「
参
考
に
は
な
っ 

             

た
が
ど
れ
か
ら
手
を
付
け
て
い
い
の
か
わ
か
ら

な
い
」
等
こ
の
問
題
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

今
回
も
議
会
、
行
政
、
施
設
関
係
者
か
ら
多

く
の
参
加
が
あ
り
盛
況
で
し
た
。 

    

平
成

27
年
３
月

27
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

に
て

19
団
体
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

初
め
に
八
木
会
長
か
ら
次
の
よ
う
な
直
近
情

勢
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
新
聞
テ
レ
ビ
の
報
道
で
は
、
国
の
平
和
憲

法
を
解
釈
変
更
し
い
つ
で
も
他
国
軍
と
戦
争
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
安
倍
内
閣
は
急
い
で
い
ま

す
が
、
私
た
ち
は
、
国
連
の
障
害
者
権
利
条
約

に
沿
っ
て
、
障
害
者
福
祉
が
向
上
す
る
よ
う
に

活
動
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
」 

◎
活
動
の
経
過
報
告
は
、
各
委
員
長
が
分

担
し
て
発
表
し
ま
し
た
。 

◆
奥
行
政
対
策
委
員
長
か
ら
は
、
福
岡
県
障
害

者
福
祉
長
期
計
画
作
成
に
つ
い
て
の
会
議
に

参
加
、
初
め
て
意
見
書
を
提
出
し
た
事
、
さ

ら
に
北
九
州
市
・
福
岡
市
・
宮
若
市
行
政
と

意
見
交
換
を
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

◆
庄
山
組
織
委
員
長
は
、
今
後
も
福
祉
協
会
と

研
修
会
を
共
催
し
て
、
未
加
入
保
護
者
会
に

も
案
内
を
発
送
、
福
施
連
へ
の
加
入
を
薦
め

た
い
と
の
報
告
が
あ
り
、
新
し
い
保
護
者
会

の
加
入
も
見
込
ま
れ
て
い
る
と
の
報
告
で
し
た
。 

◆
小
田
部
研
修
委
員
長
か
ら
、
今
年
度
の
研
修

会
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

第
１
回
研
修
会
は
、
初
の
取
り
組
み
と
し
て

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
活
発
に
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
第
２
回
研
修
会
は
、
前
回
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
も
と
に
「
成
年
後
見
人
制
度
」
を
テ
ー

マ
に
、
北
九
州
市
立
大
学
小
賀
教
授
の
講
演

を
実
施
、
質
問
時
間
も
足
り
な
い
ほ
ど
の
盛
況

で
し
た
。 

今
年
度
の
特
徴
は
、
市
議
・
行
政
の
福
祉
関

係
者
・
人
権
オ
ン
ブ
ズ
・
福
祉
協
会
の
施
設

幹
部
の
方
な
ど
多
彩
な
参
加
が
あ
り
広
が
り

を
み
せ
た
こ
と
で
す
。 

◆
井
本
広
報
委
員
長
か
ら
は
、
広
報
「
な
か
ま
」

に
は
福
施
連
の
主
な
会
議
や
行
事
・
保
護
者

会
の
活
動
や
商
品
紹
介
を
し
て
い
る
こ
と
、

完
成
ま
で
に
は
４
回
の
編
集
会
議
を
重
ね
、

作
成
し
て
い
る
の
で
、
全
会
員
に
必
ず
届
く

よ
う
努
力
し
て
欲
し
い
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。 

◎
次
に

26
年
度
決
算
報
告
・

27
年
度
予
算
案

が
承
認
さ
れ
総
会
に
諮
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

八
木
会
長
か
ら

27
年
度
活
動
方
針
の
重
点

取
組
事
項
案
の
説
明
が
あ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
奥
副
会
長
か
ら
全
施
連
福
岡
大
会
に

つ
い
て
の
準
備
状
況
の
説
明
が
あ
り
、
最
後
に

常
任
委
員
会
ご
と
の
分
散
討
議
と
結
果
報
告
で

閉
会
し
ま
し
た
。 

親

亡

き

後

の

我

が

子

ら

に

役

立

つ

の

か

「
成
年
後
見
人
制
度
」 

 

問
題
点
も 

来 

年 

度 

の 

方方
針針
案案
決決
定定  

 熱心に聞き入る参加者の皆さん 

さ 
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北
九
州
市
と
意
見
交
換
会 

施
設
入
所
者
の 

削
減
表
示
や
め
て 

宮
若
市
と
懇
談
会 

障
害
者
関
係
情
報
を 

も
っ
と
く
わ
し
く 

 
 
 
 
 
 
 

平
成

27
年
３
月

11
日
、
大

牟
田
市
議
会
に
お
い
て
、
福
施

連
提
出
の
「
知
的
障
害
者
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
入
所
施
設
の

新
設
を
求
め
る
政
府
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て
の
請
願
」
が
一

部
議
員
の
反
対
は
あ
り
ま
し
た

が
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。 

 
 

前
回(

平
成

23
年
度)
も
請

願
を
し
ま
し
た
が
、
議
会
の
多

数
会
派
の
反
対
が
あ
り
不
採
択

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
請
願
活
動
は
そ
の
反

省
を
も
と
に
議
会
の
最
大
会
派

の
自
由
民
主
党
市
議
団
８
名
と

事
前
（
平
成

26
年

12
月
）
に

意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
福
施
連
か
ら
八
木
会

長
は
じ
め
、
近
郊
の
有
明
ホ
ー

ム
・
大
牟
田
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

セ
ン
タ
ー
・
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
こ
す
も
す
・
蓮
の
実
園
・
第

二
赤
坂
園
・
養
徳
苑
の
６
施
設

の
保
護
者

14
名
が
参
加
し
て
、 

全
施
連
の
統
一
４
項
目
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
施
設
利
用
者
お
よ
び
保
護
者
の
現
在

の
悩
み
・
問
題
・
要
望
等
も
強
く
訴
え
ま
し
た
。 

 

議
員
団
か
ら
は
異
論
も
な
く
賛
成
す
る
の
で

請
願
提
出
を
急
ぐ
よ
う
促
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
請
願
書
提
出
に
あ
た
っ
て
は
自
由
民

主
党
議
員
が
紹
介
者
と
な
り
、
率
先
し
て
手
続

き
を
進
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

初
め
て
自
由
民
主
党
議
員
の
紹
介
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
で
、
福
施
連
と
し
て
は
画
期

的
な
、
ま
た
「
全
施
連
」
と
し
て
も
歴
史
的
な

一
ペ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。 

  
 

    
平
成

27
年
１
月

14
日
、
北
九
州
市
障
害
福

祉
課
と
第
４
期
北
九
州
市
障
害
福
祉
計
画
に
つ

い
て
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。 

市
か
ら
は
坂
本
課
長
・
山
口
係
長
が
出
席
さ 

れ
、
福
施
連
か
ら
は
奥
副
会
長
他
６
施
設

10
名

が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

課
長
の
計
画
（
素
案
）
の
説
明
の
後
質
疑
で
、

施
設
入
所
者
の
削
減
と
い
う
表
示
は
不
適
当
だ

か
ら
改
め
て
欲
し
い
。
知
的
障
害
者
の
施
設
入

所
者
は
北
九
州
市
外
の
施
設
が

50
％
を
超
え

て
い
る
の
で
そ
の
親
・
家
族
も
委
員
会
に
入
れ

て
声
を
聞
い
て
欲
し
い
等
の
要
望
を
出
し
ま
し

た
。 

 

そ
の
他
に
、
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の
セ
ル

フ
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
の
質
問
等
が
出
た
り
し
て
、

福
岡
県
に
続
い
て
の
北
九
州
市
初
め
て
の
福
祉

計
画
事
前
意
見
交
換
会
は
有
意
義
に
終
わ
り
、

ま
た
、
計
画
に
対
す
る
意
見
書
も
提
出
し
ま
し

た
。 

      

平
成

27
年
１
月

22
日
、
宮
若
市
と
懇
談
会

を
行
い
ま
し
た
。 

 

市
か
ら
障
害
福
祉
係
、
市
民
生
活
課
、
税
務

収
納
課
の
課
長
、
係
長
な
ど
計
６
名
が
参
加
さ

れ
、
福
施
連
か
ら
八
木
会
長
、
小
田
部
、
井
本

副
会
長
、
市
内
の
若
宮
園
後
藤
会
長
は
じ
め
宮

田
学
園
の
保
護
者
な
ど

11
名
が
参
加
し
ま
し

た
。 

 

今
回
は
請
願
４
項
目
の
主
旨
説
明
の
他
に
、

今
身
近
に
起
き
て
い
る
法
律
ま
た
は
条
例
の
取

り
扱
い
が
市
町
村
に
よ
っ
て
異
な
り
、
受
け
る

べ
き
サ
ー
ビ
ス
に
差
異
が
出
て
き
て
い
る
問
題

等
を
中
心
に
話
し
合
い
ま
し
た
。 

⑴ 

帰
省
中
の
入
浴
介
護
サ
ー
ビ
ス 

⑵ 

障
害
者
家
庭
の
自
動
車
税
減
免 

⑶ 

サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の
提
出
進
捗
状
況 

 
特
に
⑶
に
つ
い
て
は
施
設
か
ら
す
べ
て
提
出

さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
保
護
者
が
そ
の

こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
、
ま
た
は
説
明
を
受
け

て
い
な
い
と
い
う
事
実
も
判
明
し
ま
し
た
が
、

情
報
は
家
族
に
周
知
徹
底
す
る
よ
う
申
し
入
れ

ま
し
た
。 

 

全
施
連
大
会
に 

参 

加 

し 

て 
  

平
成

26
年

10
月

21
日
～

22
日
の
両
日

で
開
催
さ
れ
た
全
施
連
大
会
に
参
加
い
た
し

ま
し
た
。 

 

会
場
は
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
豊
橋
で
あ
り
、

４
６
０
人
超
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

大
変
な
熱
気
の
中
、
愛
知
連
の
山
本
会
長
の

歓
迎
の
挨
拶
、
全
施
連
由
岐
理
事
長
の
情
勢
報

告
、
そ
の
後
３
人
の
先
生
の
基
調
鼎
談
を
受
け

て
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
円
卓
を
囲
み
、
全
国
の
親
・
兄
弟

姉
妹
・
支
援
者
が
話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ

ー
ブ
ル
か
ら
「
我
が
子
ら
が
命
を
授
か
り
、
生

ま
れ
て
き
て
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て
く
れ
る
こ

と
。
そ
の
た
め
、「
本
当
の
幸
せ
は
社
会
が
こ
の

子
ら
を
同
じ
人
間
と
し
て
受
け
入
れ
て
く
れ
る

社
会
に
」
そ
し
て
「
一
生
を
安
心
で
き
る
終
の

住
処
（
施
設
）
を
保
障
し
た
社
会
」
を
願
う
全

国
の
保
護
者
の
同
じ
思
い
に
感
銘
し
、
私
も
頑

張
ら
な
く
て
は
と
思
い
ま
し
た
。 

 

大
牟
田
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
保
護
者
会 

副
会
長 

 
 

馬 

場 

正 

洋 
 

自民党議員の紹介で 
大 牟 田 市 議 会  請願採択！ 
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施
設
保
護
者
会
紹
介 

 
 

 
岡
垣
睦
福
祉
会 

こ
す
も
す
園 

  

私
た
ち
は
毎
年
保
護
者
会
主
催
で
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
大
会
を
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
度
は
こ
す

も
す
園
主
催
で
９
月

13
日
に
納
涼
祭
を
開
催

し
ま
し
た
。 

 

施
設
長
・
職
員
を
中
心
に
保
護
者
会
役
員
で

焼
き
そ
ば
・
た
こ
焼
き
・
か
き
氷
・
フ
ラ
イ
ド

ポ
テ
ト
等
の
屋
台
を
園
庭
に
作
り
、
皆
さ
ん
に

食
べ
て
も
ら
い
、
大
盛
況
で
し
た
。
そ
の
他
、

利
用
者
と
職
員
の
仮
装
や
ダ
ン
ス
・
唄
な
ど
も

披
露
さ
れ
、
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
こ
す
も
す
園
に
は
洗
濯
や
餅
つ
き
大

会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
が

30
数
名
お
ら
れ
ま
す
。
日
頃
お
会 

い
す
る
機
会
が
少
な
い
の
で
、
納
涼
祭
等
の
行

事
に
お
招
き
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
な
が
ら
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
い
ま
す
。 

 

今
後
も
、
保
護
者
と
地
域
が
一
体
と
な
り
、

利
用
者
が
こ
す
も
す
園
で
楽
し
く
生
活
で
き
る

よ
う
協
力
し
て
い
き
た
い
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

     

 

学
園
は
八
女
市
に
あ
り
、
生
産
活
動
の
一
環

と
し
て
「
伝
統
本
玉
露
作
り
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
伝
統
本
玉
露
と
は
、
わ
ら
で
編
ん
だ

《
ス
マ
キ
》
と
言
わ
れ
る
素
材
を
、
茶
摘
み
が

終
わ
る
ま
で
被
覆
し
た
も
の
で
す
。
遮
光
す
る

こ
と
で
旨
み
が
増
し
、
独
特
の
香
り
が
生
ま
れ

ま
す
。
今
で
は
生
産
者
も
減
少
し
、
全
国
的
に

も
希
少
価
値
の
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
手
間
暇
か
け
て
育
て
た
茶
葉
を
、
一
枚
一

枚
利
用
者
た
ち
が
手
摘
み
し
、
施
設
内
製
茶
工

場
で
加
工
、
販
売
し
て
い
ま
す
。
も
う
す
ぐ
新

茶
の
良
い
香
り
が
町
中
を
包
み
込
む
季
節
と
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。 

   

                

賛
助
会
員
は
、
福
施
連
活
動
を
理
解
し
、
応

援
す
る
た
め
に
、
毎
年
一
口
千
円
以
上
の
会
費

を
福
施
連
に
提
供
し
て
、
私
た
ち
の
活
動
を
資

金
面
か
ら
援
助
し
て
下
さ
る
会
員
で
す
。 

 

決
し
て
そ
の
時
限
り
の
「
寄
付
」
で
は
な
く

毎
年
度
戴
く
会
費
と
し
て
位
置
付
け
て
予
算
計

上
し
て
い
ま
す
。 

 

お
願
い
す
る
相
手
は
、
親
・
兄
弟
・
従
兄
・

友
人
・
隣
人
・
施
設
職
員
等
々
で
す
か
ら
、
そ

の
気
に
な
っ
て
お
願
い
す
れ
ば
必
ず
応
じ
て
下

さ
る
で
し
ょ
う
。 

 

現
在
、
取
り
組
ま
れ
て
い
る
保
護
者
会
は
少

数
で
す
。
全
加
入
保
護
者
会
の
皆
様
が
こ
の
賛

助
会
費
を
集
め
る
こ
と
で
、
障
害
も
つ
我
が
子

ら
へ
の
理
解
の
輪
も
も
っ
と
広
が
で
し
ょ
う
。 

   

や
っ
た
ぁ
！
や
っ
た
よ
ね
！
全
施
連
加
盟
団

体
の
な
か
で
、
４
項
目
請
願
採
択
は
飯
塚
市
で

公
明
党
の
紹
介
で
一
番
乗
り
、
北
九
州
市
で
は

民
主
党
の
紹
介
で
政
令
市
で
全
国
初
、
今
回
は

大
牟
田
市
議
会
で
念
願
の
自
民
党
が
紹
介
議
員

に
な
っ
て
下
さ
り
、
３
月
議
会
で
請
願
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
の
切
実
な
願
い
は
、
つ
い
に
政
権
与

党
の
自
民
党
の
議
員
の
方
々
に
も
理
解
が
広
が

り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
闇
夜
に
灯
さ
れ
た
明
か

り
が
少
し
ず
つ
大
き
く
な
っ
た
思
い
で
す
ね
。 

 

貧
富
の
格
差
や
教
育
程
度
の
境
な
く
生
ま
れ

る
知
的
障
害
者
の
幸
せ
づ
く
り
は
、
国
連
障
害

者
権
利
条
約
を
後
ろ
盾
に
、
願
い
は
必
ず
届
く

こ
と
を
確
信
し
活
動
の
糧
に
し
た
い
も
の
で
す
。 

商品自慢 

…
手
間
暇
か
け
て
… 

伝
統
本
玉
露
づ
く
り 

城
山
学
園 

 

 

 

 

 

 

               

玉 

露 
 

百

グ

ラ

ム 
  

千 

円 

煎 

茶 
 

二
百
グ
ラ
ム 

 

千 

円 

☎ 

０
９
４
３
‐
４
２
‐
４
０
１
６ 

賛 

助 

会 

員 

を 

募
り
ま
し
ょ
う 

   
第 11 回全施連大会 

ｉｎ横 浜 

さそいあって参加しましょう！ 
 

場所 神奈川県横浜市 
会場 ローズホテル横浜 
日時 10月20日（火）～21日（水） 

編 

集 

後 

記 

作業中の利用者 

っ 

保
護
者
会
会
長 

 

藤 

城 

佳 

子 
 


